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赫い持精が

炸裂する！！

外で見る夢のカシーダ

高谷和幸

★

「私はど己で死ぬのだろう」。己の不安はコ日チ絢中の深刻な問

題である。人の生を水の泡に替えた人でさえも自分のための総の

棲謝こ強い拘りがあったと言えばお叱りをうけるだろうか。ロル

カもその例に倣うように、スペイン内職の反乱軍は狙われる危機

が逼迫するなか、魂の眠る場所と決めていたグラナダのタマリツ

トは帰っている。その時には最後の特集であるrタマリット特

集細の編集は終わっていたが、死の匝後は弾圧を受け、スペイン

を逃れてアメリカで産声を上げることになる。その死の実態が見

つからないミステリーが悲劇性を増すばかりだが、一方でrタマ

リツト詩集心は古典アラブ文学の形式、カシータやガセーラで書

かかれているのも兜味深いものがあるeカシ萱ダ尊のスタイル

は、楽器つ昌や歌われるのが特徴の一つだ。特は私が興味深かっ

たのは「外で見る夢のカシーダ」だった。重いテーマーである、

寂・自由・死がジャスミンの花・少女・血まみれの闘牛の頭は隠

喩として書かれている。そこは不思議な比喩の空間があり、ジャ

スミンの龍物的生命の再生の物語と、ロルカ自身の予感としての

死、そこからの復活が込められているようは思える。「自己再生

のために、ジャスミンの眠りに眠らせてくれ」。と、聞こえるの

罵植物が土の車で不死性を受け継いで尊だようは。

〈ロルカ将祭）は、スペインの国

民的時人であるフェチリコ・ガル

シア・ロルカ（l鎗8°l鈎6）がファ

シストによって統殺された8月19

日近くの土曜日は開催する詩の朗

読会です。白ルカ生誕100年の

1998年から神声三富のスペイン

料理カルメンで開催してい捺すe

覇騨 ∴∴ 手緩i三陸 l‾ヾ‾i t、地表寡 ‾‾∴∴ �国書 �f 
：r 琉－1 －躍起叢蓬 �1 

〈朗読の伴奏＆ソロ演奏〉

RodrigoMabel

ブラジル・サンパウロ生まれ。日系

三世。少年時代からギターは親し

む。19織の時は日本（大阪）へ。

そこでフラメンコと出会い関西を申
l帥こ活動。出自のブラジル音楽もこ

だわり、日本とブラジルを行雲来し

なから自分の音弊スタイルを探る．

畠
鶴
詰
問
級
霜

（
場
所
）
ス
ペ
イ
ン
料
理
カ
ル
メ
ン
葡
声
市
中
央
区
北
畏
狭
避
1
・

7
・
1
電
話
0
7
8
・
3
3
－
・
2
2
2
8
〒
6
5
0
－
0
0
－
2
｝

J
R
・
阪
急
・
阪
神
・
地
下
鉄
「
三
宮
駅
」
か
ら
徒
歩
三
分
。

（
料
金
）
A
l
・
3
8
5
0
円
（
チ
ャ
ー
ジ
‘
税
込
み
】
（
1
）
夏
の
特
選

ス
ー
プ
（
2
）
義
範
の
サ
ラ
ダ
（
3
）
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ

（
4
）
パ
エ
リ
ア
宮
苫
コ
ー
ヒ
ー
（
6
）
デ
ザ
ー
ト

B
‥
2
2
0
0
円
（
チ
ャ
ー
ジ
・
税
込
み
）
）
T
）
ワ
ン
ド
リ

ン
ク
へ
選
択
司
書
二
g
本
日
の
タ
パ
ス

（
特
典
）
当
日
参
加
者
の
方
金
員
に
、
第
二
部
参
加
の
詩
人
た

ち
が
朗
読
す
る
誇
作
品
掲
載
の
『
八
月
一
九
日
詩
集
2
4
巻

を
進
呈
し
ま
す
。

（
講
欝
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｝

8
月
2
1
日
（
土
】
午
後
5
時
　
開
場

［
　
1
－
割
　
］
P
M
御
堂
T
P
M
昌

ロ
ル
カ
蘭
の
朗
読

［
　
2
部
　
］
P
M
帥
ま
y
P
M
製
製
〕

輯
人
た
ち
の
自
作
臨
朗
読

（
朗
読
者
｝

㊥
安
西
佐
有
理
②
大
西
隆
志
㊥
大
橋
霞
由
等
④
和
比
古

㊥
木
澤
豊
⑥
金
星
博
⑦
黒
田
ナ
オ
　
⑧
近
藤
久
也
⑨
今
野
和

代
（
伴
奏
者
・
山
澤
輝
人
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
）
　
⑲
情
野
千
里
　
㊥

千
田
草
介
　
⑫
高
木
敏
克
　
⑲
高
谷
和
幸
　
⑭
西
海
ゆ
う
子

⑬
に
し
も
と
め
ぐ
み
　
⑬
野
田
裕
　
⑰
森
崎
大
言


